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写
真
上
は
嘉
島
町
が
震
災
復
興
で
建
設
・
整
備
し
た
災
害
公

営
住
宅
「
鯰
・
浮
明
団
地
」。
被
災
者
に
と
っ
て
の
新
た
な

〝
わ
が
家
〞
に
。
令
和
の
幕
開
け
に
「
新
た
」
を
テ
ー
マ
に
開

か
れ
た
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
か
ら
花
火
２
題
。
そ
し
て
、

上
益
城
郡
消
防
大
会
の
通
常
点
検
に
臨
ん
だ
嘉
島
町
消
防
団
員

の
安
全
・
安
心
へ
の
心
意
気
は
日
々
新
た
（
写
真
下
）。

新
た
な



嘉
島
町
議
会
の
令
和
元
年
第
３

回
定
例
会
が
９
月
２
～
６
日
の
５

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
上
程
16

議
案
（
人
事
１
件
、
条
例
６
、
予

算
７
、
そ
の
他
２
）、 

平
成
30
年
度

一
般
会
計
決
算
な
ど
決
算
７
件
を

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、同
意
、

認
定
し
ま
し
た
。

元
年
度
一
般
会
計
は
２
億
６
８

６
４
万
５
千
円
の
追
加
補
正
で
総

額
が
58
億
７
３
６
万
２
千
円
に
。

以
下
、
概
要
を
列
記
し
た
荒
木
町

長
の
町
政
報
告
な
ど
詳
し
く
は
次

号
「
広
報
か
し
ま
」
10
月
号
で
お

伝
え
し
ま
す
。

【
町
政
報
告
の
概
要
】

●
震
災
関
連

●
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

●
認
定
こ
ど
も
園

●
学
校
施
設
整
備
（
西
小
の
校

　
舎
増
築
な
ど
）

●
熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処
理

　
施
設
整
備
促
進
協
議
会

嘉
島
町
か
ら
昨
年
暮
れ
に
山
都

町
ま
で
開
通
し
た
九
州
中
央
自
動

車
道
の
建
設
促
進
を
訴
え
る
地
方

大
会
が
８
月
20
日
、町
民
会
館
で
開

九州中央自動車道

建設促進訴える
嘉島町で地方大会開催

荒木町長
表 明

町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ

嘉
島
町
議
会　
９
月
定
例
会
開
く

●
芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

【
元
年
度
一
般
会
計
の

　
　
　
　
　
主
な
補
正
予
算
】

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
２
２
４
７
万
６
千
円

○
保
育
所
施
設
整
備
補
助
金

　
６
１
１
６
万
５
千
円

○
道
路
改
良
工
事
請
負
費

　
２
２
０
０
万
円

○
西
小
学
校
校
舎

　
増
築
設
計
業
務
委
託
料　
　

　
　
２
５
５
０
万
円

○
熊
本
地
震
道
路
等

　
災
害
復
旧
事
業
費

２
０
９
４
万
４
千
円

か
れ
、国
に
早
期
完
成
を
求
め
て
い

く
大
会
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

熊
本
、
宮
崎
両
県
の
沿
線
住
民

の
代
表
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
。

大
会
は
荒
木
町
長
の
開
会
宣
言
＝

写
真
＝
で
幕
を
開
け
、
蒲
島
郁
夫

知
事
や
河
野
俊
嗣
・
宮
崎
県
知
事
、

熊
本
選
出
の
衆
参
両
院
議
員
ら
が

相
次
ぎ
登
壇
、
同
自
動
車
道
の
全

線
開
通
へ
寄
せ
る
期
待
が
次
々
に

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
の
村

山
一
弥
局
長
が
基
調
講
演
で
同
自

動
車
道
の
整
備
状
況
を
報
告
し
た

ほ
か
、
少
子
・
高
齢
化
の
中
、
過

疎
化
が
進
む
沿
線
自
治
体
を
代
表

し
て
山
都
町
の
梅
田
穰
町
長
も
開

通
に
懸
け
る
思
い
を
訴
え
。
嘉
島

町
や
宮
崎
・
日
之
影
町
か
ら
住
民

の
声
を
届
け
る
意
見
発
表
も
あ
り

ま
し
た
。

同
自
動
車
道
は
、
嘉
島
町
と
宮

崎
・
延
岡
市
を
結
ぶ
全
長
約
95
㌔
。

熊
本
県
側
（
約
44
㌔
）
で
は
嘉
島

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
―

御
船
町
・
小
池
高
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
間
（
約
１
・

８
㌔
）
が
14
年
３
月
に
開
通
し
て

以
来
、
昨
年
12
月
に
小
池
高
山
Ｉ

Ｃ
―
山
都
町
・
山
都
中
島
西
Ｉ
Ｃ

間
（
約
10
・
８
㌔
）
も
開
通
。
な

お
、
嘉
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ
―
山
都
町
・
矢

部
Ｉ
Ｃ
間
（
約
23
㌔
）
は
既
に
事

業
化
さ
れ
、
山
都
中
島
西
―
矢
部

間
の
工
事
も
進
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

政
府
の
地
方
制
度
調
査
会
（
地
制
調
）
総
会
が
７
月
31

日
、
都
内
・
首
相
官
邸
で
開
か
れ
、
全
国
町
村
会
長
の
荒

木
町
長
ら
地
方
側
は
総
務
省
の
研
究
会
が
昨
年
提
示
し
た

「
圏
域
」
構
想
の
具
体
化
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

複
数
の
市
町
村
で
構
成
、
連
携
す
る
「
圏
域
」
を
新
た

な
行
政
主
体
に
す
る
構
想
に
対
し
、
全
国
町
村
会
な
ど
地

方
６
団
体
側
は
反
発
。
市
町
村
連
携
の
強
化
を
め
ぐ
る
検

討
が
本
格
化
す
る
の
に
先
立
ち
、
荒
木
町
長
ら
は
「
な
ぜ

現
行
制
度
の
活
用
で
は
駄
目
な
の
か
。『
圏
域
』行
政
の
提

案
は
極
め
て
乱
暴
で
容
認
で
き
な
い
」
な
ど
と
小
規
模
自

治
体
に
あ
る
根
強
い
警
戒
感
を
代
弁
し
ま
し
た
。

地
制
調
は
来
夏
を
め
ど
に
市
町
村
連
携
の
具
体
策
を
取

り
ま
と
め
る
方
針
。
地
方
の
反
発
を
招
い
て
い
る「
圏
域
」

構
想
も
議
論
さ
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

九
州
中
央
自
動
車
道
（
嘉
島
町

―
宮
崎
・
延
岡
市
）
建
設
促
進
大

会
は
嘉
島
町
で
開
か
れ
た
地
方
大

会
に
先
駆
け
、
東
京
都
内
で
も
８

月
２
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

上
益
城
５
町
と
、
熊
本
市
で
つ

く
る
建
設
促
進
期
成
会
な
ど
が
主

催
。
都
内
の
ホ
テ
ル
に
は
荒
木
町

長
ら
沿
線
自
治
体
の
首
長
、
蒲
島

郁
夫
知
事
、
国
会
議
員
ら
が
顔
を

そ
ろ
え
、
国
に
早
期
開
通
へ
向
け

た
20
年
度
整
備
予
算
の
拡
充
を
求

め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

「圏域」構想に地方反対

九
州
中
央
自
動
車
道

嘉
島
に
先
駆
け

都
内
で
も
大
会
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嘉
島
町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

九
州
最
大
規
模
の
農
事
組
合
法
人

「
か
し
ま
広
域
農
場
」
の
第
４
回

通
常
総
会
が
８
月
18
日
、
町
民
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

工
藤
健
一
組
合
長
が
「
国
内
外

に
農
業
問
題
は
あ
っ
て
も
、
農
家

の
所
得
向
上
を
図
っ
て
い
く
」
と

述
べ
、〝
コ
メ
・
麦
・
大
豆
の
各
１

俵
（
60
㌔
）
増
収
運
動
〟
な
ど
重

点
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

荒
木
町
長
も
来
賓
祝
辞
で
環
太
平

洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
な
ど
農
業
を
取
り

巻
く
厳
し
い
国
際
環
境
に
触
れ
、

嘉
島
町
が
熊
本
地
震
か
ら
の
復

興
で
建
設
・
整
備
し
た
災
害
公
営

住
宅
（
復
興
住
宅
）
の
落
成
式
が

８
月
26
日
、
町
民
会
館
で
開
か

れ
、
恒
久
的
な
住
ま
い
と
な
る
住

宅
へ
の
入
居
が
９
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

計
画
さ
れ
た
町
内
４
カ
所
、
合

わ
せ
て
54
世
帯
の
う
ち
、
９
月
か

ら
入
居
が
始
ま
っ
た
の
は
上
島
・

蔵
園
（
敷
地
面
積
４
３
３
９
平
方

㍍
）
10
戸
と
鯰
・
浮
明
（
同
４
８

７
７
平
方
㍍
）
９
戸
の
両
団
地
の

計
19
世
帯
。
い
ず
れ
の
住
宅
も
基

本
仕
様
は
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
65

平
方
㍍
（
一
部
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
73
平
方

蔵 

園　

 

浮 

明　

 

荒 

尾　

 

門
ノ
久　
町
内
４
団
地

◆
か
し
ま
広
域
農
場
１
俵
増
収
運
動
へ

町
災
害
公
営
住
宅

入
居
始
ま
る

㍍
も
）
で
す
。

落
成
式
は
、
年
内
の
入
居
が
見

込
ま
れ
て
い
る
上
六
嘉
・
荒
尾（
同

６
２
６
８
平
方
㍍
）
18
戸
と
西

村
・
門
ノ
久
（
同
６
８
２
３
平
方

㍍
）
17
戸
の
両
団
地
の
計
35
世
帯

と
の
合
同
で
、
関
係
者
ら
約
百
人

が
列
席
。

荒
木
町
長
は
震
災
を
改
め
て
振

り
返
り
な
が
ら
、「
町
一
丸
と
な

り
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
取
り

組
ん
だ
新
た
な
〝
わ
が
家
〟
を
提

供
い
た
し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
、

入
居
者
代
表
に
住
宅
の
〝
鍵
渡

し
〟。
引
き
続
き
、浮
明
団
地
の
現

地
内
覧
会
も
行
わ
れ
、
入
居
予
定

者
ら
が
木
の
香
漂
う
新
居
に
目
を

細
め
な
が
ら
、
足
を
踏
み
入
れ
て

い
ま
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
は
、
災
害
に

よ
っ
て
被
災
し
た
自
宅
の
再
建
が

自
力
で
は
困
難
な
被
災
者
の
た
め

に
自
治
体
が
整
備
す
る
賃
貸
住

宅
。
嘉
島
町
は
震
災
の
翌
年
、
独

立
行
政
法
人
・
都
市
再
生
機
構（
Ｕ

Ｒ
＝
東
京
）
と
基
本
協
定
を
結

び
、
被
災
世
帯
を
対
象
に
行
っ
た

意
向
調
査
を
基
に
建
設
・
整
備
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

震
災
で
町
内
11
カ
所
に
開
設
さ

れ
た
仮
設
団
地
、
み
な
し
仮
設
住

宅
に
は
ピ
ー
ク
時
で
３
３
３
世

帯
、
９
３
９
人
が
入
居
。
今
年
７

月
末
時
点
で
76
世
帯
、
１
７
５
人

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
町
は
入
居

状
況
を
踏
ま
え
て
仮
設
の
集
約
化

も
今
後
、
検
討
し
て
い
く
方
針
で

す
。

「
広
域
農
場
の
取
り
組
み
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
」
と
の

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

第
５
期
と
な
る
令
和
元
年
度
は

作
付
面
積
７
５
２
㌶
（
コ
メ
２
０

６
㌶
、
大
豆
１
９
７
㌶
、
麦
３
４

９
㌶
）
で
、
組
合
員
数
３
９
１
人

も
前
期
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
「
心
の
ケ
ア
が
必
要
」
増
え
る

県
教
委
と
熊
本
市
教
委
は
７
月

ま
で
に
、
嘉
島
町
は
じ
め
県
内
の

公
立
小
中
高
校
と
特
別
支
援
学
校

で
５
～
６
月
に
実
施
し
た
熊
本
地

震
に
伴
う
「
心
の
ケ
ア
」
調
査
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
嘉
島
町

は
じ
め
上
益
城
地
域
で
「
心
の
ケ

ア
が
必
要
」
と
震
災
の
影
響
を
指

摘
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
６
４
５

人
で
、
前
回
２
月
の
調
査
か
ら
１

２
８
人
の
増
加
。「
４
月
の
追
悼
行

事
や
各
種
報
道
で
地
震
を
思
い
出

す
〝
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
反
応
〟
が

起
き
や
す
い
時
期
の
調
査
」「
５
月

10
日
に
熊
本
市
な
ど
で
震
度
４
の

地
震
が
起
き
た
影
響
も
」
な
ど
と

分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
が
大
き
か
っ
た
上
益
城
地

域
の
場
合
、
ケ
ア
の
必
要
性
を
指

摘
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
前
回
、

前
々
回
（
昨
年
９
～
11
月
、
６
８

５
人
）
調
査
の
減
少
傾
向
か
ら
増

加
に
転
じ
ま
し
た
が
、
１
年
前
の

調
査
（
昨
年
５
～
６
月
、
８
６
５

人
）に
比
べ
る
と
、２
２
０
人
減
っ

て
い
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
学
ぶ

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
推

進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

環
で
恒
例
の
「
夏
休
み
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の

子
ど
も
た
ち
が
今
夏
も
高
齢
者
介

護
の
現
場
で
学
び
ま
し
た
。

高
田
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
悠
優
か
し
ま
」
を
８
月
８
日
に

訪
れ
た
の
は
、
嘉
島
西
小
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
の
５
、
６
年
生
６

人
。
施
設
職
員
か
ら
車
い
す
の
操

作
方
法
、
飲
み
物
に
と
ろ
み
を
つ

け
て
誤
飲
防
止
を
図
る
ス
ル
ー
キ

ン
グ
な
ど
を
教
わ
り
、
入
所
・
利

用
の
お
年
寄
り
へ
の
昼
食
の
配
膳

を
お
手
伝
い
す
る
な
ど
し
て
交
歓

し
ま
し
た
。

町
災
害
公
営
住
宅
の
落
成
式
で

式
辞
を
述
べ
る
荒
木
町
長

落成式
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小
舟
に
乗
っ
て
川
遊
び

嘉
島
町
を
流
れ
る
旧
矢
形
川
で

８
月
４
日
、「
小
舟
に
乗
っ
て
遊
ぼ

う
」
と
銘
打
っ
た
水
の
郷
（
さ
と
）

な
ら
で
は
の
川
遊
び
の
集
い
が
開

か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

東
海
大
・
松
前
重
義
記
念
館
が

上
六
嘉
の
住
民
グ
ル
ー
プ
「
中
郡

愛
郷
会
」（
中
林
義
昌
会
長
）
と
連

携
し
、
ふ
る
さ
と
の
川
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
昨
夏
に
続
き
、
町

内
外
の
小
学
生
に
呼
び
掛
け
て
開

催
。笈

（
お
い
）
の
瀬
橋
か
ら
昔
な

が
ら
の
３
隻
の
川
舟
に
乗
り
込
ん

昆
虫
採
集
と
標
本
作
り

嘉
島
町
の
東
海
大
・
松
前
重
義

記
念
館
で
７
月
27
日
、
夏
の
特
別

教
室
が
開
か
れ
、
町
内
外
の
小
学

生
の
親
子
連
れ
約
百
人
が
昆
虫
の

だ
児
童
た
ち
約
40
人
は
、
天
然

プ
ー
ル
ま
で
約
１
㌔
を
行
き
来
。

愛
郷
会
員
ら
が
船
頭
役
を
務
め
て

長
さ
６
㍍
余
り
の
竹
竿
を
巧
み
に

操
り
、
途
中
、
湧
水
ポ
イ
ン
ト
や

川
の
生
き
物
、
水
草
な
ど
に
つ
い

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
も
。
愛
郷
会
員

ら
お
手
製
の
竹
の
水
鉄
砲
で
遊
ん

だ
り
、
振
る
舞
わ
れ
た
ス
イ
カ
や

か
き
氷
を
頬
張
っ
た
り
し
て
酷
暑

の
中
、
川
面
を
渡
る
涼
風
に
吹
か

れ
て
い
ま
し
た
。

採
集
と
標
本
作
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

同
記
念
館
「
昆
虫
採
集
と
標
本

の
作
り
方
」
は
夏
休
み
の
恒
例
企

画
で
、
東
海
大
農
学
部
の
村
田
浩

平
教
授
が
世
界
中
の
昆
虫
に
つ
い

て
講
話
。
引
き
続
き
、
近
く
の
上

島
四
所
神
社
に
繰
り
出
し
た
子
ど

も
た
ち
は
木
々
に
と
ま
っ
た
ア
ブ

ラ
ゼ
ミ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
を

見
つ
け
て
は
虫
取
り
網
を
振
る
っ

た
り
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

協
力
を
求
め
た
り
。

標
本
作
り
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ス

に
当
た
っ
た
村
田
教
授
や
学
生
ス

タ
ッ
フ
ら
へ
の
質
問
が
飛
び
交
う

一
方
、
お
楽
し
み
昆
虫
ク
イ
ズ
大

会
も
開
か
れ
、
大
学
側
が
準
備
し

た
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
、
同
記
念
館

は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

夏
休
み  

お
楽
し
み
東
海
大

松
前
記
念
館

ロボット大会で優勝

活躍キラリ嘉島中

御 船 高 杯

県内の中学生たちが挑む御船高杯ロボット大会
が８月２日、熊本市内で開かれ、嘉島中チームが
見事、優勝を飾りました。

自作のロボットを操作し、ゴールまで運び込ん
だ空き缶やペットボトルなどのアイテム数を競う
大会で、県内７校から11チームが参加。嘉島中
チーム＝笠将弥さん、村上大耀さん（３年）、下田
龍弥さん、城本竜希さん（２年）＝は「嘉島型十
二番艦」が１位に輝き、「同十一番艦」も４位に
食い込み、大健闘。

この大会は、ロボット教育で知られる御船高が
毎年、ものづくりへの関心を高めてもらおうと開
いています。

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

第63回県吹奏楽コンクール中学の部が７月27、
28の両日、熊本市の県立劇場で開かれ、嘉島中吹
奏楽部＝写真＝は５年連続の金賞に輝きました。

同コンクール中学Ｂ（小編成）に、嘉島中は３
年９人、２年６人の15人でエントリー。部員たち
は一丸となり、練習を積んだ課題曲「輝ける夏の
日へ」と自由曲「交響詩曲『西遊記』」で絶妙な
ハーモニーを披露、表現力の高さを評価されまし
た。
「顧問が代わり新しい練習方法や指導内容に戸

惑いがあったかもしれないが、３年生が部員をま
とめてくれたおかげの金賞です」と指導に当たる
顧問の平尾豊教諭。昨年に続いて出場した南九州
大会代表選考会（31日）では惜しくも代表入りを
逃しましたが、「来年こそ」と闘志を燃やしていま
した。

吹奏楽部５年続き「金賞」県コンクール
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や
っ
た
！！

嘉
島
Ｓ
Ｃ

クラブサッカー

RKK杯Ｖ

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
Ｓ
Ｃ
）

が
７
月
21
日
、
嘉
島
町
総
合
運
動

公
園
で
行
わ
れ
た
Ｒ
Ｋ
Ｋ
カ
ッ
プ

争
奪
Ｋ
Ｆ
Ａ
第
26
回
全
国
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
県
予
選

の
決
勝
戦
を
制
し
て
見
事
、
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

今
大
会
は
県
内
16
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
５
月
下
旬
に

開
幕
。
準
々
決
勝
、
準
決
勝
と
も

Ｐ
Ｋ
戦
を
し
の
い
で
勝
ち
上
が
っ

た
嘉
島
Ｓ
Ｃ
は
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ

八
代
と
の
決
勝
戦
で
試
合
開
始

早
々
に
先
制
ゴ
ー
ル
を
決
め
ま
し

た
。
結
局
、
こ
れ
が
決
勝
点
と
な

り
、
１
対
０
の
ス
コ
ア
で
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

嘉
島
Ｓ
Ｃ
は
５
年
前
の
第
21
回

大
会
で
も
県
大
会
を
制
し
て
九
州

大
会
に
進
出
。
そ
し
て
、
九
州
で

も
勝
ち
上
が
っ
て
、
全
国
大
会
へ

駒
を
進
め
て
お
り
、
今
回
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｒ
Ｋ
Ｋ
カ
ッ
プ
で
優
勝
を
果
た
し
た

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
面
々

◇
嘉
島
町
学
童
水
泳
記
録
会

７
月
23
日
、
嘉
島
西
小
プ
ー
ル

で
開
か
れ
、
東
西
両
小
の
児
童
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
記
録
更
新
に

挑
み
ま
し
た
。

町
小
体
連
会
長
の
信
國
満
徳
・

西
小
校
長
や
髙
野
隆
町
教
育
長
が

「
昨
日
の
豪
雨
が
う
そ
の
よ
う
な

〝
記
録
更
新
日
和
〟。
皆
さ
ん
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
、
西
小
６
年
の
柴

藤
颯
仁
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。

出
場
し
た
東
西
両
小
の
５
、
６

年
生
約
１
９
０
人
は
各
種
目
で
こ

れ
ま
で
に
マ
ー
ク
し
た
自
身
の
持

ち
タ
イ
ム
更
新
を
目
指
し
て
水
し

ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
町
の
記
録
会
新
記
録
を

マ
ー
ク
し
た
の
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
男
子
】◇
５
年
▽
25
㍍
自
由
形

　

嶌
村
圭
真
（
西
小
）
17
秒
５

【
女
子
】◇
５
年
▽
25
㍍
平
泳
ぎ

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
メ
ン
バ
ー

　

橋
本
夏
未
（
東
小
）
25
秒
１
、

荒
木
花
音
（
西
小
）
27
秒
９

◇
嘉
島
町
軟
式
野
球
協
会
「
会

長
旗
」
令
和
元
年
度
大
会

８
月
11
日
、
町
総
合
運
動
公
園

で
開
か
れ
、
出
場
３
チ
ー
ム
総
当

た
り
戦
の
結
果
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

が
全
勝
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

嘉
島
町
「
地
域
未
来
塾
」
の
開

塾
式
が
８
月
１
日
、
嘉
島
中
で
開

か
れ
、
同
中
の
生
徒
有
志
へ
の
学

習
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年

度
の
塾
生
は
27
人
。

年
明
け
に
控
え
る
高
校
受
験
へ

向
け
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力
を
積
み
重
ね

て
」
と
髙
野
隆
教
育
長
、
作
田
潤

一
校
長
か
ら
エ
ー
ル
を
受
け
た
塾

生
た
ち
は
指
導
に
当
た
る
教
員
Ｏ

Ｂ
な
ど
講
師
陣
と
対
面
。
受
講
に

当
た
っ
て
の
心
構
え
の
説
明
を
受

け
る
と
早
速
、
国
語
、
数
学
、
英

語
の
３
教
科
の
授
業
に
臨
み
ま
し

た
。未

来
塾
は
３
年
前
、
町
教
委
が

創
設
。
夏
休
み
と
冬
休
み
、
そ
れ

に
学
校
が
休
み
と
な
る
土
曜
に
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

嘉
島
中
生
を
支
援

町
の
地
域
未
来
塾

「ルーキーズキャラバン
2019」と銘打ったｅ（エレク
トロニック）スポーツ熊本大
会が８月12日、嘉島町のイオ
ンモール熊本で開かれ、コン
ピューターゲームの熱いバト
ルが繰り広げられました。

ｅスポーツはコンピュー
ターやビデオの電子機器を
使ったゲーム競技。インドネ
シアで昨夏、開催されたアジ
ア競技大会では正式種目に採
用されています。

今回は対戦タイプ「格闘
ゲーム」のトーナメント戦。出
場した80人は機器端末のコン
トローラーを果敢に操っては
ゲームに夢中な様子でした。

大会は、競技者を発掘する
とともに、普及を図っていこ
うと大手ゲームメーカーが熊
本など全国６都市で開催。会
場にはプロ選手による出場者
へのレクチャーコーナーも特
設されていました。

熱戦 ｅスポーツ
　　イオンモール熊本
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バレーボール男子プレミアリーグの
サントリー・サンバーズの面々による
特別アピールも

ゲ
ス
ト
彩
り

嘉島町ジャンプアップ まつり 2019

新た
試　　み
挑　　戦

New
イオンモール熊本

ド
～
ン
と
３
０
０
０
発
超

広報かしま2019.9
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お
が
っ
ち



嘉
島
町
の
夏
フ
ェ
ス「
か
し
ま
水
の
郷（
さ

と
）
ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
８
月
３
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
「
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
」

屋
上
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

荒
木
町
長
の
宣
言
で
幕
を
開
け
た
今
夏
の

ス
テ
ー
ジ
テ
ー
マ
は
令
和
改
元
に
ち
な
み

「
新
た
」。
新
た
な
〝
顔
〟
と
し
て
登
場
し
た

タ
レ
ン
ト
「
お
が
っ
ち
」
さ
ん
の
司
会
・
進

行
で
、
在
熊
の
少
女
舞
踊
団
「
花
童　

ザ
・

わ
ら
べ
」、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｓ

ａ
ｌ
ａ
ｈ
（
サ
ラ
）
の
ゲ
ス
ト
や
、
地
元
の

「
か
し
ま
太
鼓
」、
町
消
防
音
楽
隊
、
嘉
島
中

吹
奏
楽
部
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｂ

－

ｆ
ｉ
ｔ

の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
続
々
と
登
場
。

新
た
な
令
和
の
時
代
を
迎
え
、
よ
り
一
層

の
飛
躍
を
誓
う
よ
う
な
演
奏
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
相
次
ぎ
、
し
っ
と
り
と
し
た
〝
和
テ

イ
ス
ト
〟
の
み
や
び
な
舞
台
も
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
３
千
発
を
超
す
花
火

が
次
々
、
打
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、
ぐ
っ
と
見

上
げ
る
大
輪
や
さ
ま
ざ
ま
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
色
鮮
や
か
な
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
会
場

一
帯
は
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
に
よ
り
ま
す
と
、
こ

の
日
の
来
場
者
は
約
９
０
０
０
人
に
上
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

お
な
じ
み
続
々

「令和」新たな幕開け水の郷まつり

パフォーマンス

とびっきり
ステージの〝顔〟も…
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嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
５
町
の

消
防
団
員
ら
が
出
動
す
る
郡
消
防

大
会
が
７
月
27
日
、
嘉
島
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ポ
ン

プ
操
法
競
技
は
隔
年
の
た
め
、
今

年
は
通
常
点
検
を
実
施
。

　

郡
内
消
防
団
の
連
携
と
と
も
に
、

団
結
強
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と
、

５
町
か
ら
団
員
や
関
係
者
ら
約
３

０
０
人
が
出
動
。
県
消
防
協
会
郡

支
部
長
で
今
大
会
会
長
の
荒
木
町

長
が
後
を
絶
た
な
い
大
規
模
災
害

に
対
し
「
住
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
の
備
え
を
怠
り
な
く
お

願
い
し
た
い
」
と
激
励
し
、
団
活

動
に
際
し
て
も
団
員
自
ら
を
含
め

た
「
ご
家
族
の
安
全
に
も
心
配
り

を
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　

通
常
点
検
で
は
、
真
夏
の
日
差

し
が
照
り
つ
け
る
中
、
嘉
島
町
消

防
団
員
ら
＝
写
真
＝
は
機
敏
な
動

作
、
整
然
と
し
た
隊
列
な
ど
積
み

重
ね
た
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
町
消
防
団
長
の
佐
藤

光
正
氏
ら
退
任
団
長
に
功
労
を
た

た
え
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
消
防
団
第
１
分
団
第
１

部
（
井
寺
）、
第
２
分
団
第
２
部

（
上
六
嘉
）、
第
３
分
団
第
３
部

（
滝
河
原
）
に
７
月
27
日
、
新
型

の
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
町
は
経
年
劣
化
な

ど
を
考
慮
し
、
約
20
年
を
め
ど
に

消
防
団
各
部
の
装
備
更
新
を
順
次

図
っ
て
い
ま
す
。

　

交
付
式
が
役
場
駐
車
場
で
行
わ

れ
、
荒
木
町
長
が
「
使
わ
な
い
に

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

い
ざ
と
い
う
時
は
活
用
し
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
を
図
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
各
部
代
表
の
部
長
に

真
新
し
い
消
防
ホ
ー
ス
の
筒
先
を

手
渡
し
ま
し
た
。

嘉
島
町
消
防
団　
整
然
と
上
益
城
郡

消
防
大
会

新
型
消
防
ポ
ン
プ

３
部
に
町
交
付

お勧め！禁煙　 糖尿病の予防にも
　たばこを吸うと糖尿病にかかりやすいこと
が国内外の多くの研究によって明らかにされ
ています。わが国の研究によると、たばこを
吸う人は２型糖尿病に 1.4 倍かかりやすいこ
とが報告されています。また、喫煙本数が多
いほど糖尿病になりやすく、禁煙した人では
リスクの低下が見られています。
　たばこを吸うと、交感神経を刺激して血糖
を上昇させるだけでなく、体内のインスリン
の働きを妨げる作用があります。そのため糖
尿病にかかりやすくなります。
　また、糖尿病にかかった人がたばこを吸い
続けると、治療の妨げになるほか、脳梗塞や心筋梗塞・糖尿病性腎症などの合併症のリスクが高
まることが分かっています。
　禁煙すると、糖尿病の発症リスクは喫煙者に比べて低下しますが、禁煙に伴う体重増加によっ
て血糖が上昇することが報告されています。しかし、禁煙による健康全体の改善効果は、体重増
加による血糖上昇の問題をはるかに上回ります。また、体重増加によってリスクが上昇しやすい
心血管疾患について、禁煙後に体重が増加しても心筋梗塞や脳卒中のリスクが半減することが明
らかになっています。これらのことからできるだけ早く禁煙しておくことが大切です。
　糖尿病またはその悪化が心配な方については、禁煙に当たって禁煙外来を利用すること、禁煙
後の体重増加の抑制効果が期待できるニコチン製剤などの禁煙補助薬を使うこと、体重コント
ロールのための生活改善に取り組むこと、定期的に血糖検査を受けることがお勧めです。

役場町民課保健係

喫煙状況別に見た糖尿病の発症リスク

広報かしま2019.9
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嘉島町食生活改善推進員協議会

災害支援事業を実施しています

　近年は自然災害も大型化し、常に防災意識を高く持っていなくてはならない時代のよう
です。
　私たちは熊本地震から嘉島町食生活改善推進員として、食を通じて防災のことを考え、
講習を受け、地域の皆さまにお伝えしています。これまでは推進員がいる地区を中心に出
前講座を行っていましたが、本年は推進員がいない地域を中心に全地区へ出前講座を実施
する予定です。
　その第１回として７月 19 日、西村地区のサロンを訪問して、講話、調理体験、試食
を行いました。調理方法は「パッククッキング」です。以前も何度かご紹介しましたが、
「パッククッキング」とは、ポリ袋に食材を入れて湯せんで火を通す調理法です。
　ポリ袋で作る料理って、どうなのだろうと思って試食した方も食べてみて、「おいしかっ
た」と喜んでもらえました。災害時には豊富な食材はないかもしれませんが、その時にあ
る材料で簡単に作れます。

食育推進シリーズ

ごはんのレシピ紹介

■ごはん
洗った米　0.5 カップ
水　　　　0.5 カップ

■全がゆ（米：水＝１：５）
洗った米　0.5 カップ
水　　　　2.5 カップ

■五目ごはん
洗った米　90g
水　　　　100㏄
麺つゆ　　12㏄
鶏肉（細切れ）	 　　10g
ゴボウ（ささがき）　５g
ニンジン（千切り）　５g
タケノコ（千切り）　５g
油揚げ（短冊切り）　５g
水で戻した干しシイタケ（千切り）
	 　　0.5g
グリーンピース	　　５g

【準備するもの】
食材、調味料、ポリ袋（高密度ポリエチレン）
鍋または電気ポット

【方法】
①食材を切る。
②ポリ袋に材料と調味料を入れる。
③�袋の中の空気を抜いて結ぶ（加熱すると袋が膨
らむため、結び目は上の方にしておくとよいで
す）。
④�沸騰した鍋に入れて加熱する（電気ポットは
98度設定で加熱）。
※�鍋を使う際は、鍋に直接ポリ袋が触れないよう
に、耐熱のお皿を敷いたり、ザルを入れたりす
るとよいです。

水を入れて 30分ほどおく。

ガス・水道・電気などのライフラインが使えなく
なっても、カセットコンロ・鍋・水・ポリ袋があ
れば簡単な食事を作って食べることができます。
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ご
注
意
く
だ
さ
い

法
人
町
民
税
の
税
率
変
更

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
法

人
町
民
税
法
人
税
割
の
税
率
が
10
月
１

日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

（
現
行
）
９
月
30
日
以
前
に
開
始
す
る

事
業
年
度
の
税
率　
　

９
・
７
％

（
改
正
後
）
10
月
１
日
以
降
に
開
始
す

る
事
業
年
度
の
税
率　

６
・
０
％

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

集
団
健
診
結
果
の
相
談
会
開
催

　

町
が
８
月
27
日

～
９
月
１
日
に
実

施
し
た
集
団
健
康

診
断
を
受
診
さ
れ

た
方
々
な
ど
を
対

象
に
、
今
回
の
健

診
結
果
や
普
段
か

ら
気
に
な
る
健
康

に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
保
健
師
や

管
理
栄
養
士
が
個

別
に
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

日
程
は
上
記
表

の
通
り
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
相
談
会

当
日
は
健
診
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
さ

れ
た
「
健
康
診
断

結
果
」
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
な
お
、

職
場
健
診
や
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
受
け
ら

れ
た
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

※
健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
お
よ

び
説
明
は
、
来
所
順
に
個
別
相
談
で
実

施
し
ま
す
。
こ
の
た
め
多
少
待
ち
時
間

が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
お
お
む
ね

月
２
回
検
査
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
役
場
都
市
計
画
課
環
境
係
に
採
水

容
器
を
取
り
に
来
て
い
た
だ
き
、
検
査

日
当
日
に
採
水
し
、
正
午
ま
で
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
お
よ
び
検
査

代
金
の
領
収
書
は
、
後
日
検
査
機
関
か

ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
検
査
日　

10
月
２
日
（
水
）、
10
月

16
日
（
水
）

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
」
を
ご

覧
の
上
、
ご
自
身
で
。

○
検
査
項�

目　

11
項
目
（
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有

機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、

色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
３
０
０
円（
税
込
み
）

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、百
円
未
満
切
り
捨
て
）。

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑

9 月 の 納 税 等 10 月の納税等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料…………… ９月分
町営住宅使用料………… ９月分
下水道使用料…………… ８月分
納期限日（口座振替日）
　　９月30日（月）

町県民税…………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
町営住宅使用料……… 10月分
下水道使用料…………… 9月分
納期限日（口座振替日）
　　10月31日（木）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

  9 月 25 日
10 月 23 日

※�取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　�　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※�領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

対象地区 日程 会場
東校区

10 月 16 日 水曜
9：30 ～ 11：30 嘉島町

保健センター
（町民会館内）西校区 13：30 ～ 15：30
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考
え
て
い
る
女
性
は
特
に
、
事
前
に
風

疹
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

県
で
は
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
な
ど

を
対
象
と
し
た
無
料
の
風
疹
抗
体
検
査

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
で
、

風
疹
に
対
す
る
免
疫
（
抗
体
）
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
、

お
早
め
に
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
嘉
島
町
で
は
、
風
疹
の
抗
体

価
が
低
い
方
に
対
し
て
、
予
防
接
種
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
年
度
か
ら
３
年
間
、
昭

和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対
象
と
し
た
風

疹
の
追
加
的
対
策
（
無
料
の
抗
体
検
査

と
抗
体
価
が
低
い
方
を
対
象
と
し
た
予

防
接
種
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者
。

②
風
疹
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体

検
査
で
16
倍
以
下
）
妊
婦
の
配
偶
者
な

ど
の
同
居
者
。

※
た
だ
し
、
過
去
に
風
疹
抗
体
検
査
を

受
け
た
結
果
、
十
分
な
量
の
風
疹
の
抗

体
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防

接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ

た
方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

○
実
施
時
期　

～
令
和
２
年
（
２
０
２

０
年
）
３
月
31
日

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　

近
年
、
地
域
の
人
々
と
の
つ
な
が
り

を
欠
い
た
り
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
り

し
て
、
子
育
て
へ
の
協
力
や
、
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
が
得
ら
れ
な
い
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
、
精
神

的
に
つ
ら
い
思
い
を
抱
え
て
い
る
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く

た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

○
子
ど
も
の
虐
待
っ
て
何
？

　

親
な
ど
の
養
育
者
が
、
子
ど
も
に
身

体
的
な
危
害
を
加
え
た
り
、
き
ち
ん
と

し
た
養
育
を
行
わ
な
か
っ
た
り
し
て
、

子
ど
も
の
心
と
身
体
に
傷
を
つ
け
、
健

や
か
な
成
長
を
損
な
う
こ
と
で
す
。

○
虐
待
は
な
ぜ
起
こ
る
の
？

　

だ
れ
し
も
か
わ
い
い
わ
が
子
を
傷
つ

け
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
子
ど
も
の
虐
待
は
ど
の
家
庭

で
も
起
こ
り
う
る
問
題
な
の
で
す
。

【
12
面
に
続
く
】

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

○
申
込
方
法　

検
査
日
前
の
都
合
が
い

い
時
に
、
採
水
容
器
を
取
り
に
来
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
検
査
日
に
採
水
し
た
水
を
持
参
さ

れ
る
際
、
10
月
か
ら
前
記
の
通
り
改
定

さ
れ
る
検
査
代
金
３
３
０
０
円
と
補
助

金
申
請
書
が
必
要
で
す
。
な
お
、
別
途
、

水
質
検
査
を
さ
れ
た
場
合
の
補
助
額
は
、

上
限
２
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
料
金
を
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

間
に
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
よ
り
、
集
合
注
射
は
春
だ
け
の

実
施
と
な
り
４
月
23
、
24
日
に
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
秋
に
注
射
を
受
け
さ

せ
て
い
た
方
や
、
都
合
が
つ
か
ず
春
の

集
合
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
が
済
み
次
第
、

役
場
都
市
計
画
課
に
注
射
済
み
証
を
持

参
の
上
、
報
告
願
い
ま
す
。
な
お
、
交

付
手
続
き
に
５
０
０
円
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ご
存
じ
で
す
か

？

妊
娠
を
希
望
す
る
方
な
ど 

風
疹
抗
体
検
査
に
つ
い
て

　

現
在
、
平
成
25
年
以
来
の
流
行
と

な
っ
て
い
る
風
疹
。
妊
婦
が
、
妊
娠
期

間
の
前
半
（
20
週
頃
ま
で
）
に
風
疹
に

感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、

心
臓
な
ど
に
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
先
天
性
風
疹
症

候
群
）。
そ
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
を

↑

熊
本
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続
登
記
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、

各
種
相
続
手
続
き
が
簡
単
に
な
る
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の

戸
除
籍
謄
本
な
ど
の
束
と
相
続
関
係
を

一
覧
に
表
し
た
図
を
、
法
務
局
に
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一

覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料

で
交
付
し
、
そ
の
写
し
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
金
融
機
関
な
ど
各
種
窓
口
に

戸
除
籍
謄
本
な
ど
の
束
を
何
度
も
出
し

直
す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
加
え
て
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
こ
の
写

し
を
税
務
署
に
提
出
す
る
相
続
税
申
告

の
添
付
書
類
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
手
続
き
は
、

「
熊
本
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　
嘉
島
町
は
、
来
月
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
る
の
に
伴
い
、
国
が
定
め
る
基
準
に

沿
っ
て
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

○
対
象
者

①
住
民
税
（
令
和
元
年
度
分
）
非
課
税

者
（
住
民
税
課
税
者
の
配
偶
者
・
扶
養

親
族
、生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）

②
子
育
て
世
帯
（
平
成
28
年
４
月
２
日

～
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
の
い
る
世
帯
）
の
世
帯
主

　

多
く
の
親
は
虐
待
し
て
い
る
自
分
自

身
に
悩
み
、
や
め
た
い
と
苦
し
ん
で
い

ま
す
が
、
だ
れ
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
ず

に
い
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
は
、
家
庭
全
体
の
問

題
で
す
。
子
ど
も
を
虐
待
し
た
、
あ
る

い
は
虐
待
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
当

た
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
一
方
的
に
非

難
し
た
り
責
め
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
、
虐
待
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
か

―
自
分
自
身
の
悩
み
を
振
り
返
り
、
子

ど
も
の
こ
れ
か
ら
と
、
親
と
し
て
の
接

し
方
に
つ
い
て
相
談
機
関
が
一
緒
に
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

○
相
談
先

　
　

熊
本
中
央
児
童
相
談
所

☎
３
８
１－

４
４
５
１

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　

相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
る
と
、

①　
「
争
続
」
問
題
に
な
る
恐
れ

②　

 

相
続
人
の
調
査
に
時
間
が
掛
か
り
、

手
続
き
費
用
が
高
額
に

③　

 

不
動
産
の
処
分
（
売
買
）
な
ど
が

す
ぐ
に
で
き
な
い

④　

公
的
買
収
や
災
害
復
興
の
妨
げ
に

　

―
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
争
い
ご
と

を
残
さ
な
い
た
め
に
未
来
に
つ
な
ぐ
相

※
商
品
券
１
セ
ッ
ト
５
千
円
分
を
４
千

円
で
販
売
。
対
象
と
な
る
方
（
子
育
て

世
帯
は
対
象
児
童
の
人
数
分
）
１
人
に

つ
き
５
セ
ッ
ト
２
万
５
千
円
分
（
販
売

額
は
２
万
円
）
ま
で
。

　

購
入
希
望
の
方
は
事
前
の
申
請
が
必

要
で
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
所
定
の

申
請
書
を
順
次
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
事
前
申
請
は
不
要
。

○
販
売
場
所　

嘉
島
町
商
工
会

○
販
売
期
間　

10
月
１
日
（
火
）

　
　

～
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

※
土
日
（
た
だ
し
10
月
５
、
６
日
は

販
売
）・
祝
日
、
12
月
28
日
（
土
）
～

令
和
２
年
１
月
５
日
（
日
）
を
除
く
。

商
品
券
の
購
入
時
、
町
が
送
付
し
た

「
購
入
引
換
券
」
お
よ
び
本
人
確
認
資

料
（
免
許
証
、
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
を
提
示
願
い
ま
す
。

「
購
入
引
換
券
」
は
対
象
者
に
今
月
か

ら
随
時
、
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

○
有
効
期
間　

10
月
１
日
（
火
）

　
　

～
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

　

詳
し
く
は
次
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
商
品
券
発
行
全
般　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

▽
対
象
者
・
児
童　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

▽
商
品
券
販
売　

嘉
島
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
７
３
４

建
設
業
の
退
職
金
制
度

　
「
建
退
共
」
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く

こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

○
掛
け
金　

日
額
３
１
０
円

　
　

建
退
共
熊
本
県
支
部

☎
３
６
６－

５
１
１
１

９
月
は
動
物
愛
護
月
間

　

県
で
は
、
９
月
を
「
県
動
物
愛
護
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
正

し
く
愛
情
を
持
っ
て
飼
育
で
き
て
い
る

か
、
災
害
時
の
備
え
が
で
き
て
い
る
か

な
ど
、
今
一
度
、
動
物
に
対
す
る
向
き

合
い
方
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
県
内
の
各
保
健
所
で
は
、
９
月

以
降
に
適
正
・
終
生
飼
養
を
テ
ー
マ
と

し
た
動
物
愛
護
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
保
健
所

【
11
面
か
ら
続
く
】

↑
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ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

林
業
労
働
災
害 

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
２
カ
月
間
、

林
業
労
働
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。
県
内
で
は
今
年
、
３
年
ぶ
り

に
林
業
労
働
死
亡
災
害
が
１
件
発
生
し

ま
し
た
。「
慣
れ
」
や
「
過
信
」
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？　

作
業
の
基
本
を
守
っ

て
い
ま
す
か
？　

こ
の
機
会
に
、
自
分

の
身
体
・
命
を
守
る
た
め
、
日
頃
の
作

業
手
順
や
道
具
の
整
備
状
況
な
ど
を
再

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

県
上
益
城
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

☎
２
８
２－

０
１
４
２

県
央
広
域
本
部
税
務
部
移
転

　

県
の
県
央
広
域
本
部
税
務
部
は
県
庁

へ
移
転
し
ま
す
。

○
移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

　
　
　
　
　
　
　

11
月
５
日
（
火
）

○
移
転
先　

県
庁
行
政
棟
新
館
１
階

　

〒
８
６
２－

８
５
７
１

　

 

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
18
番

１
号

　
　

県
央
広
域
本
部
税
務
部

☎
３
３
３－

３
２
０
０

☎
３
３
３－

３
２
１
０

（
収
税
代
表
）

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

上
・
下
益
城
郡
合
同
公
売
会
開
催

　

本
年
度
、
上
・
下
益
城
郡
合
同
公
売
会

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
開
催
日　
　

10
月
27
日
（
日
）

○
開
場
時
間　

８
時
30
分
（
予
定
）

○
会
場　
　
　

嘉
島
町
民
体
育
館

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　
　

10
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時

○
会
場

　
　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校

校
舎
玄
関
前
駐
車
場　

【
14
面
に
続
く
】

↑

令和元年
10月１

日

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入や所得額が一定基準額以下の、年金受
給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金
事務所）が実施します。

対象となる方

請求手続き

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

▪老齢基礎年金を受給している方
　以下の要件をすべて満たしている必要があります
　✓　65 歳以上である
　✓　世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
　✓　年金収入額とその他所得額の合計が約 88 万円以下である

　✓　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

➡ 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』：0570-05-4092（ナビダイヤル）

①　平成 31 年 4 月 1 日以前から年金を受給している方
　　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が 9 月上旬から順次届きます。
　　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。
②　平成 31 年 4 月 2 日以降に年金を受給し始めた方
　　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

▪障害基礎年金・遺族基礎年金を
　受給している方
　以下の要件を満たしている必要があります
　✓　前年の所得額が約 462 万円以下である

請求手続きは
お早めに！

年金給付金 検索

年金生活者支援給付金制度が始まります
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・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

ｊ
ｏ
ｂ　
ｎ
ａ
ｂ
ｉ　
２
０
１
９ 

学
生
等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会

　

新
卒
者
な
ど
の
就
職
支
援
と
県
内
企

業
の
若
年
労
働
力
確
保
を
目
的
に
「
ｊ

ｏ
ｂ 

ｎ
ａ
ｂ
ｉ　

２
０
１
９ 

学
生
等

企
業
説
明
会
＆
面
接
会
」
を
、
熊
本
労

働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
熊
本
県
、
熊

本
市
な
ど
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
10
日
（
木
）　

　

午
前
の
部　

10
時
～
12
時

　

午
後
の
部　

13
時
半
～
15
時
半

　
（
午
前
、
午
後
の
入
替
制
で
実
施
。

学
生
は
入
退
場
自
由
）

○
会
場　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央

区
手
取
本
町
８
番
９
号
）

○
参
加
企
業　

県
内
事
業
所
70
社
程
度
。

参
加
事
業
所
は
９
月
下
旬
に
熊
本
労
働

局
Ｈ
Ｐ
に
公
表
。

○
参
加
対
象
者　

大
学
（
院
）・
短
大
・

専
修
学
校
な
ど
を
来
春
卒
業
予
定
の
方
、

お
よ
び
卒
業
後
お
お
む
ね
３
年
以
内
の

方
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
面
接
希
望
の

方
は
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

☎
２
１
１－

１
７
０
７

第
37
回
九
州
矯
正
展

○
日
時

　

11
月
23
日
（
土
）
９
時
半
～
16
時

　

11
月
24
日
（
日
）
９
時
半
～
15
時

○
会
場　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
　
（
益
城
町
福
富
１
０
１
０
）

○
入
場
料　

無
料

○�

主
な
内
容　

▽
全
国
の
刑
務
所
作

業
製
品
お
よ
び
職
業
補
導
製
品
の
展

示
・
販
売
▽
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
展

示
▽
体
験
型
広
報
（
美
徳
の
授
業
・

妊
婦
体
験
・
陶
芸
作
業
）
▽
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
性
格
検
査

　
　

熊
本
刑
務
所　

処
遇
部
企
画
部
門

☎
３
６
４－

３
１
６
５

（
内
線
２
４
１
）

募
っ
て
い
ま
す

「
地
域
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー 

　
　
　
　
養
成
講
座
」
参
加
者

　

地
域
の
高
齢
者
の
通
い
の
場
で
あ
る
地
域
サ

ロ
ン
で
、
介
護
予
防
体
操
な
ど
を
実
践
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
講
座
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

養
成
講
座
受
講
後
、地
域
サ
ロ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

○
日
程

・
第
１
回　

10
月
25
日
（
金
）

・
第
２
回　

11
月
８
日
（
金
）

・
第
３
回　

11
月
18
日
（
月
）

　
　
　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

・
第
４
回　

11
月
29
日
（
金
）

　
　
　

役
場
２
階
大
会
議
室

○
時
間　

い
ず
れ
も
13
時
半
～
16
時

※
４
回
の
講
座
終
了
後
、
実
際
に
サ
ロ
ン
で

の
実
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
日
程
未
定
）。

○
内
容

　

地
域
サ
ロ
ン
活
動
に
関
す
る
基
礎
知
識
と

必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
（
血

圧
測
定
や
問
診
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
演
習
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
な
ど
）

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
先

　

嘉
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

○
申
込
方
法

　

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１

嘉
島
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
物
品
提
供
の
お
願
い

　

嘉
島
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
10
月
20
日

（
日
）、
学
校
で
開
催
す
る
バ
ザ
ー
に
、

食
品
以
外
の
未
使
用
品
、
西
小
や
嘉
島

中
の
制
服
や
体
操
服
な
ど
の
無
償
で
の

ご
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
収
益

金
は
、
児
童
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
と
、
９
月
20

日
～
30
日
の
間
に
引
き
取
り
に
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
提
供
農
作
物
に
つ
い
て
は

バ
ザ
ー
当
日
の
９
時
～
10
時
半
、
受
け

入
れ
る
方
針
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

嘉
島
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

☎
０
９
０－

３
４
１
８－

８
２
１
３（
東
矢
）

☎
０
９
０－

２
５
８
５－

５
３
４
８（
岡
田
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

資
格
認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す

○
試
験
案
内
・
申
込
書　

町
建
設
課
で

配
布
中
で
す
。（
公
財
）
熊
本
市
上
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
sc.kum

am
oto.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

○
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
30
分

○
会
場　

熊
本
学
園
大
学
（
熊
本
市
中

央
区
大
江
２
丁
目
５－

１
）

○
費
用　

受
験
料
５
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

～
９
月
20
日
（
金
）
午

後
５
時
ま
で
に
申
込
書
を
記
入
し
、
郵

送
（
同
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
持
参
で

〒
８
６
２－

０
９
５
０
熊
本
市
中
央
区

水
前
寺
６－

２－

45
、
熊
本
市
上
下
水

道
サ
ー
ビ
ス
公
社
へ
。

※
希
望
す
る
方
に
は
講
習
会
を
行
い
ま

す
（
有
料
）。

　

熊
本
市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社

☎
２
８
８－

７
３
６
２

【
13
面
か
ら
続
く
】
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休日当番医

９月15日（日）田上皮ふ科クリニック（御船町） 
 ☎２８１－１１１２

９月16日（月・祝）からしま小児科（嘉島町） 
 ☎２３５－６３３３

９月22日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町） 
 ☎２３２－００７０

９月23日（月・祝）大串内科（嘉島町） 
 ☎２３４－７８７３

９月29日（日）みふね眼科（御船町） 
 ☎２８２－３７１１

10月６日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町） 
 ☎２３７－０００３

10月13日（日）たなか内科眼科（嘉島町） 
 ☎２３５－７２３５

10月14日（月・祝）のぐち皮ふ科（嘉島町） 
 ☎２３４－４１１２

障
が
い
の
あ
る
方 

職
業
訓
練
生

《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
習
得

科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
下
肢
）、
知
的
、

精
神
、
発
達
、
高
次
脳

○
定
員　

９
人

○�

内
容　

職
場
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
や
問
題
解
決
の

力
、
ス
ト
レ
ス
対
処
力
の
訓
練
で
す
。

○
募
集
期
間　

～
９
月
30
日
（
月
）

○
訓
練
期
間　

11
月
６
日
（
水
）

　
　
　

～
令
和
２
年
１
月
29
日
（
水
）

　

 

※
訓
練
は
月
曜
、
水
曜
午
後
６
時
か

ら
２
～
３
時
間
程
度
。

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
１
５
０
０
円

　
　
　
　
（
税
抜
き
）
程
度

○
会
場　

ら
・
ら
ぽ
ー
と
（
熊
本
市
中

央
区
南
坪
井
町
４－

23
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
４

Ｆ
）

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
政
相
談

　

10
月
７
日
（
月
）
か
ら
13
日
（
日
）

ま
で
、
行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
、
こ
れ
に
ち
な
み
次
の

通
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行

政
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
、
苦
情

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
17
日
（
木
）
13
時
～
15
時

○
会
場　

役
場
２
階
大
会
議
室
（
南
）

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

中
田
み
ち
子
さ
ん

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
な
ど
の
相
談
に
法
務
局
職

員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、
電
話
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

　

10
月
６
日
（
日
）
10
時
～
15
時

○
会
場　

熊
本
地
方
法
務
局　

４
階
会

議
室
（
熊
本
市
中
央
区
大
江　

熊
本
第

二
合
同
庁
舎
内
）

　

ま
た
、
相
続
に
関
す
る
無
料
講
座
と

し
て
、
法
務
局
職
員
に
よ
る
「
相
続
登

記
に
つ
い
て
」
お
よ
び
公
証
人
に
よ
る

「
相
続
と
遺
言
」（
13
時
～
14
時
半
）
も

開
催
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
予
約
不
要
で

す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

行
政
書
士
制
度
の
広
報
月
間

　

県
行
政
書
士
会
は
毎
年
10
月
を
「
行

政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し
て
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
無
料
相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開

発
・
農
地
転
用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登

録
・
在
留
資
格
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
な
ど

の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に
関

す
る
こ
と

○
電
話
無
料
相
談

・
日
時　

10
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

・
相
談
電
話　

☎
３
８
５－

７
３
０
１

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

10
月
16
日
（
水
）
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

・
会
場　

鶴
屋
本
館
７
階
レ
ス
ト
ス

ペ
ー
ス　

※
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
市
民
公
開
講
座

・
日
時　

 

10
月
５
日
（
土
）
13
時
受
け

付
け
、
13
時
半
開
講

・
会
場　

菊
陽
町
光
の
森
町
民
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー

【
16
面
に
続
く
】

↑
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・
内
容　

　

第
１
部　

公
証
人
の
講
演

　

第
２
部　

 

タ
レ
ン
ト
大
田
黒
浩
一
氏

の
講
演
な
ど

　
　

県
行
政
書
士
会

☎
３
８
５－

７
３
０
０

法
の
日
無
料
相
談
会

　

10
月
１
日
の
法
の
日
に
ち
な
み
、
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

○
会
場　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
御
船
町
木
倉
１
１
６
８
）

○
内
容　

司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関

す
る
事
項　
　
　
　

　
　

熊
本
県
司
法
書
士
会
宇
城
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当　

和
田

　
　

☎
０
９
６
４－

４
７－

２
３
７
０

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

９
月
25
日
（
水
）
弁
護
士

　

10
月
23
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

【
15
面
か
ら
続
く
】

　

近
年
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
内
容
に

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
60
～
70
歳
代
で

は
、
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
関
連
の
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
80
歳
以

上
で
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
電
話
勧
誘
、

訪
問
販
売
の
相
談
が
多
く
、
判
断
力
が

不
十
分
な
状
態
で
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
細
心
の
注
意
が
必

要
で
す
。

【
相
談
事
例
１
】

　

ス
マ
ホ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
無
料
通
話
サ
ー

ビ
ス
を
使
っ
て
い
た
が
、
携
帯
電
話
会

社
の
窓
口
で
「
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン

（
従
来
型
多
機
能
携
帯
電
話
）
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
契
約
し
て
使
い
分
け
れ

ば
料
金
が
安
く
な
る
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

ス
マ
ホ
の
電
話
番
号
は
、
フ
ィ
ー
チ
ャ

ー
フ
ォ
ン
に
Ｍ
Ｎ
Ｐ
（
電
話
番
号
は
そ

の
ま
ま
で
携
帯
電
話
会
社
を
変
更
で
き

る
制
度
）
で
移
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
は
新
た
な
電
話
番
号
が
付
い
た
。
と

こ
ろ
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
は
以
前
利

用
し
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
無
料
通
話
サ
ー

ビ
ス
が
使
え
な
か
っ
た
。

【
相
談
事
例
２
】

　

80
歳
を
過
ぎ
た
母
親
が
電
話
勧
誘
で

次
々
に
健
康
食
品
の
契
約
を
結
ん
で
い

た
。
最
初
は
Ａ
社
か
ら
身
体
の
痛
み
が

と
れ
る
な
ど
と
言
わ
れ
て
20
万
円
超

の
契
約
を
３
回
結
び
、
約
65
万
円
を
銀

行
口
座
に
振
り
込
ん
だ
。
す
る
と
Ａ
社

の
親
会
社
と
名
乗
る
Ｂ
社
か
ら
電
話
が

あ
り
、
さ
ら
に
３
回
契
約
し
て
63
万
円

を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
点

で
お
金
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、

今
後
も
40
万
円
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

　

事
例
１
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
や
契

約
内
容
に
よ
っ
て
対
処
法
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
情
報
収
集
し
、
周

囲
の
人
や
消
費
生
活
相
談
室
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

事
例
２
は
、
電
話
勧
誘
販
売
や
訪
問

販
売
の
類
い
に
該
当
し
ま
す
。
中
に
は

本
人
の
努
力
だ
け
で
は
防
ぎ
よ
う
の
な

い
巧
妙
な
手
口
に
よ
る
勧
誘
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
で
判
断

せ
ず
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談
室
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

《
高
齢
者
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
9
月
号
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

刑
法
犯
～
自
転
車
盗
な
ど
の
屋
外
で

発
生
す
る
身
近
な
被
害
は
減
少
傾
向
で

す
。
今
後
も
継
続
し
て
家
の
戸
締
ま
り

や
車
、
自
転
車
の
確
実
な
施
錠
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
～
全
体
的
に
事
故
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
運
転
者
も
歩
行
者
も

交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
事
故
の
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）７月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R１.７ 5 ７７ 0 0 １ 0 0 0

R1累計 25 403 0 0 １8 １ 0 2

前年比 -13 ＋8 ± 0 ± 0 -4 -2 ± 0 -6

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R１.７ １9 １90 0 2 2 0 0 0

R1累計 9１ １１33 5 2 22 １0 0 4

前年比 -22 -156 -3 ＋1 -6 -6 -1 -10

　警察では、防犯や交通に関すること、暴力団などに関すること、子どもの非行や家庭内暴
力に関すること、ストーカー・DV に関すること、振り込め詐欺に関すること、事件や事故
に関することなど、悩みや不安を感じている方々のご相談に応じています。
　警察安全相談室への相談電話は、プッシュ回線の場合「＃ 9110」、ダイヤル回線の場合

「096-383-9110」へおかけください。
　御船警察署への相談電話は、「096-282-1110」へおかけください。

９月 11 日は「警察相談の日」
ご 存 じ で す か

警察への相談電話は「#９１１０」へ（プッシュ回線）

警察安全相談室（警察に対する相談全般） 096-383-9110
犯罪被害者支援室 096-381-0110　（内2193～ 2195）
くまもと被害者支援センター 096-386-1033
性犯罪被害者の悩み・相談 096-384-1254　0120-8343-81
拳銃、覚せい剤に関する情報・相談 096-384-4444　0120-10-3774
振り込め詐欺相談ホットライン 096-381-2567
肥後っ子テレホン（少年に関する相談） 096-384-4976　0120-02-4976
熊本県暴力追放運動推進センター 096-382-0333
運転免許に関する相談 096-233-0110
日本道路交通情報センター 050-3369-6643

緊急の事件・事故の場合は
「＃９１１０」を利用せずに、
１１０番通報をお願いします。

相談窓口
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○	催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公
共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564 番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫ 9：00 ～ 22：00
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90 ｍ、センター 113 ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68 ｍ、陸上トラック　400 ｍトラック６レーン
　　　　　◇管理棟：会議室 1 室、多目的室 1 室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 ８月 20 日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

9

14 土 第44回嘉島町ダイヤモンド杯争奪少年野球大会 野球場 ８:00～ ダイヤモンド杯実行委員会　15・
16日も開催

14 土 第63回熊本県専修学校各種学校連合会体育大会
サッカー 競技場 ９:00～ 熊本県専修学校各種学校連合会　

16・23日も開催
15 日 2019球蹴男児U-16リーグ 競技場 10:00～ 球蹴男児U-16リーグ実行委員会

21 土 第22回九州女子サッカーリーグ1部 競技場 ９:00～ 九州サッカー協会　22日も開催

22 日 第63回熊本県専修学校各種学校連合会体育大会
軟式野球 野球場 ８:00～ 熊本県専修学校各種学校連合会　

23・28日も開催
28 土 日本サッカー協会公認B級コーチ指導者養成事業熊本

県コース 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会　29日も開
催

10

５ 土 同　上 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

６ 日 第９回エンペラーカップ 野球場 ８:00～ 上野商事　13・27日も開催

12 土 第98回全国高等学校サッカー選手権大会熊本大会 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会　19・26日
も開催

13 日 高円宮杯 JFA U-18サッカープレミアリーグ2019 競技場 ９:00～ 日本サッカー協会

14 月 令和元年度県民スポーツの日「ふれあいスポーツ」 競技場 ８:00～ 熊本県教育庁教育指導局体育保健
課

20 日 第42回読売・トウヤ杯親善軟式野球大会 野球場 ９:00～ 読売・トウヤ杯親善軟式野球実行
委員会

20 日 KFA第54回熊本県サッカーリーグ１部 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

27 日 第22回九州女子サッカーリーグ１部 競技場 ９:00～ 九州サッカー協会

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

９ 14 土 歌謡発表会 ９:00 無料 ＮＡＫ熊本支部 
☎ 237-3922

９ 15 日 歌謡発表会 ９:00 無料 ＮＡＫ熊本支部 
☎ 237-3922

９ 21 土 フルートアンサンブル・ラ・フェリーチェ
第６回定期演奏会 14:00 有料 松島 

☎ 090-9592-0364
９ 29 日 ボディコンテスト 

PRO.FIT Championship 2019 10:00 有料 大会事務局　池田 
☎ 090-6636-9905

10 ５ 土 第58回熊本県童話発表大会 － 無料 熊本県立図書館 
☎ 384-5000

10 12 土 第４回大人のための絵本朗読会 13:00
18:00 有料 大人のための絵本朗読会実行委員会

☎ 090-3324-0962
10 19 土 ひがし歯科医院感謝祭 

ミス熊本嘉島大会 10:00 無料 ひがし歯科医院 
☎ 367-0112

10 20 日 ピアノ発表会 14:00 無料 尾下・上村ピアノ教室 
☎ 090-6097-8227

嘉島町総合運動公園
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１
巻
と
２
巻
が
あ
っ
て
、１
巻
が
面
白
い

で
す
。
ジ
オ
が
犯
人
を
つ
か
ま
え
て
、
Ａ

Ｉ
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

い
ろ
ん
な
Ａ
Ｉ
に
出
会
っ
て
い
き
ま
す
。

「
Ａ
Ｉ
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

原則、月曜が休館日で、開館は火
曜～日曜（９～ 17 時）。月曜が祝
日の場合、翌日の火曜に休館します。
なお、休館日もブックポストはご利
用いただけます。

　《９～ 10月の休館日》
９月 17、24、30日
10月７、15、21、28日

か し

好きな本 総選挙

ま
工藤　禮

（嘉島西小５年）

☎ 237-0058

　
　

河
原　

陽
葵

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
と
ガ
ソ
リ
ン
も
入

れ
ら
れ
な
い
な
ど
の
大
切
さ
が
学
べ
て
、

か
ん
字
の
上
に
フ
リ
ガ
ナ
が
書
い
て
あ
る

か
ら
小
さ
い
子
ど
も
で
も
読
み
や
す
い
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
か
い
ぞ
く
、
フ
ッ
ク

せ
ん
ち
ょ
う
が
た
た
か
う
と
こ
ろ
が
す
き

で
す
。
わ
た
し
は
よ
う
ち
え
ん
で
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
の
お
は
な
し
の
げ
き
を
し
て
だ

い
す
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

下
田　

歩
和

お
も
し
ろ
い
の
は
、
こ
ん
も
り
く
ん
が

大
き
な
お
な
ら
を
…
。

「
こ
ん
も
り
く
ん
」

　

※
見
方　
「
好
き
な
本
の
タ
イ
ト

ル
」、
推
薦
し
た
人
の
名
前
・
ペ
ン

ネ
ー
ム
（
所
属
）、
イ
チ
押
し
の
ポ

イ
ン
ト
―
の
順
。　
　
　
（
敬
称
略
）

嘉
島
町
童
話
発
表
大
会
が
８
月

９
日
、
上
益
城
郡
大
会
へ
の
予
選

を
兼
ね
て
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

小
学
生
た
ち
が
好
き
な
物
語
を
語

り
掛
け
ま
し
た
。

出
場
し
た
の
は
東
、
西
の
両
小

１
～
６
年
16
人
。
１
、
２
年
は
５

分
、
３
～
６
年
７
分
の
持
ち
時
間

で
、
児
童
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
モ

チ
ー
フ
に
選
ん
で
練
習
を
重
ね
た

お
話
の
世
界
を
思
い
思
い
に
表
現
。

３
班
に
分
か
れ
た
１
次
審
査
で

選
抜
さ
れ
た
各
班
２
人
ず
つ
計
６

人
に
よ
る
最
終
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
に
田
中
晴
葵
さ
ん
（
東
小

４
年
）
と
金
子
夏
歩
さ
ん
（
西
小

５
年
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

審
査
委
員
を
代
表
し
て
田
中
明

子
・
元
津
森
小
校
長
が
「
は
っ
き

り
し
た
言
葉
、
声
の
ト
ー
ン
に
注

意
し
、
制
限
時
間
に
も
心
配
り

を
」
と
講
評
。
最
優
秀
賞
の
２
人

が
郡
大
会
へ
。
県
大
会
は
10
月
５

日
に
嘉
島
町
民
会
館
で
。
な
お
、

優
秀
賞
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

仲
野
心
晴
（
東
小
２
年
）
橋
本

夏
未
（
東
小
５
年
）
澤
田
愛
美

（
同
）
肥
田
和
実
（
西
小
６
年
）

町
童
話
発
表
大
会
の
出
場
者

◇
「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」
増
冊

　

嘉
島
町
図
書
室
（
町
民
会
館
）

の
同
文
庫
に
８
月
３
日
、
新
た
に

２
３
０
冊
余
り
が
加
わ
り
ま
し
た
。

２
年
前
の
文
庫
開
設
か
ら
今
回
の

増
冊
で
、
蔵
書
数
も
４
０
０
０
冊

近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

第
１
６
１
回
芥
川
賞
受
賞
作
品
な

ど
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
の
田
中
晴
葵

さ
ん
（
写
真
左
）
と
金

子
夏
歩
さ
ん
（
同
右
）

町
童
話
発
表
大
会

田中さん 金子さん

最優秀賞に輝く

　
　

ひ
ま
わ
り

頭
か
ら
と
さ
か
が
と
び
だ
し
て
し
ま
っ

「
き
ん
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」中尾　柚葉

（嘉島西小１年）

た
と
き
、
あ
か
い
は
な
を
つ
け
て
ご
ま
か

し
た
の
が
面
白
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
き

ん
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
が
は
な
か
っ
ぱ

み
た
い
に
な
っ
て
い
た
か
ら
。

た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
が
パ
キ
ー
ン
と
か

ら
を
割
っ
た
と
こ
ろ
も
。
な
ぜ
な
ら
、
お

と
う
さ
ん
も
お
か
あ
さ
ん
も
ビ
ッ
ク
リ
し

て
い
て
、
そ
こ
に
の
っ
て
い
る
た
ま
ご
に

い
ち
ゃ
ん
も
か
わ
い
か
っ
た
か
ら
。
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人権問題の正しい理解のために 〔その327〕
さまざまな
　　　課題

　少子化の進行、家庭や地域の子育て力の低下など、子どもを取り巻く環境は大きく変化して
います。
　家庭においては、経済的な問題や地域における人間関係の希薄化などに伴う育児不安や育
児ストレスの増大などにより、児童虐待問題が深刻化しています。
　学校においては、いじめや不登校、中途退学などの問題への解決に向けた取り組みがなされ
ています。
　子どもの人権を守り、子どもたちが社会的に自立していけるよう、保護者だけが子育てに関
わるのではなく、社会全体で子どもの健全な成長を支えることが必要です。

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時受け付けています。ご相談内容
によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日　８：３０～１７：１５　☎２３７－０４６４（嘉島町上六嘉９１７）

※熊本県人権同和政策課啓発資料より

家庭・学校・地域社会で子どもを守り、育てましょう
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I am writing to you from Canada. The timezone 
differences mean it’s currently the 12th in 
Canada, but the 13th in Japan! For summer 
vacation this year I decided to visit home. 
The flight from Japan to Canada was a long 
one. First, I had a ten-hour flight to Los Angeles, 
California. Los Angeles is in the United States 
of America. Then, after waiting several hours 
in Los Angeles, I had another four-hour flight 
to Toronto, Canada. I arrived on August 8th! 
Still, the number of hours and planes required 
was worth it. I’m very excited to be at home. 
After a year away, I got to see all my friends 
and family again. However, a part of me does 
miss Kashima! I will be happy to return to 
Kashima and resume teaching again once 
summer vacation has ended.
Before leaving Japan, two of my friends from 
Canada came to visit me. I showed them 
around Kumamoto prefecture and Tokyo city. 
It was nice to show people from back home 
where I lived. They really enjoyed Japan! I 
also enjoyed being able to explore Tokyo, as I 
haven’t seen much of the city before. We went 
to the top of Tokyo Tower and also got to 
explore Shibuya and Harajuku.  We also went 
to Sunshine Aquarium, and we got to see a lot 
of cool kinds of fish we hadn’t seen before. 
There were so many people, it was a very 
unique experience. Now I get to relax for a 
while. Until next month, Kashima!

　私はカナダからこの記事を書いています。時差が
あり、現在カナダでは 12 日ですが、日本は 13 日！
今年の夏休みに私はカナダへ帰省することにしまし
た。日本からカナダへのフライトは長いものでした。
最初に、カリフォルニア州ロサンゼルスへの 10 時
間のフライトがありました。ロサンゼルスはアメリ
カ合衆国。それから、ロサンゼルスで数時間待機し
た後、カナダのトロントへ別便で４時間のフライト。
８月８日に到着しました！ それでも、フライトに
かかった時間と飛行機の便数は私にとって価値があ
るものでした。私は、実家に帰ることをとても楽し
みにしていました。来日してから１年がたち、やっ
と私はすべての友人と家族に再び会うことができま
した。しかし、心のどこかで嘉島を恋しく思ってい
ます！ 夏休みが終わったら、嘉島に戻り、ALT の
仕事を再開させていただきます。
　日本を離れる前、カナダから友人２人が私を訪ね
てきました。私は熊本と東京を案内しました。私が
住んでいた故郷の人たちに日本を見せることができ
てよかったです。彼らは本当に日本を楽しんでいま
した！ また、私は以前あまり観光できなかったの
で、東京を探索することができて楽しかったです。
私たちは東京タワーの頂上に行き、渋谷と原宿へも。
また、サンシャイン水族館にも行きましたが、これ
までに見たことのないクールな魚を見ることができ
ました。たくさんの人がいましたが、とてもユニー
クな体験でした。今はしばらくゆっくりと。嘉島の
皆さん、ではまた来月！

（８月 19 日作成）

カナダからご機嫌いかが

McIlvride Madeline Marie
外国語指導助手（ALT)

HELLO
Kashima

Greetings From Canada!

カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て
来
た
友
人
た
ち
を

案
内
し
た
東
京
で
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
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木村　啓子
（鯰）

　　中路　美穗さん（上島）　　河原　君代さん（井寺）
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順
で
す
。

かしまの文化

ちぎり絵 絵手紙

「かき氷」「赤富士」
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１日 ・全国町村下水道推進大会
２日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
３日 ・かしま水の郷まつり

５日 ・課長会議
 ・かしま水の郷まつり
　　　　お礼訪問
６日 ・令和2年度政府予算編
　　　　成および施策に関す
　　　　る要望
７日 ・熊本県少年柔道剣道
　　　　大会
 ・九州財務局長来庁
　　　　応対
 ・上益城消防組合管理
　　　　者会議、議会
14日 ・課長会議
 ・熊本県共同募金会来
 　庁応対

18日 ・かしま広域農場第４回通常総会

19日 ・課長会議　
 ・熊本県町村会副市町村長研修
20日 ・九州中央自動車道建設推進地方大会
 ・熊本県町村会役員管外研修（～22日まで）
23日 ・決算審査報告　・イオンモール来庁応対
 ・国土交通省熊本河川国道事務所来庁応対　
 ・益城クリーンセンター管理者会議、議会
26日 ・課長会議　・災害公営住宅落成式

 ・御船地区衛生施設組合管理者会議、議会
27日 ・阿蘇くまもと空港国際線振興協議会通常総会
 ・熊本県国際スポーツ大会推進課来庁応対
29日 ・上益城広域連合正副連合長会議、議会
 ・香川県町村会行政視察応対
30日 ・熊本県河川海岸防災協会役員会、総会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会

水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
で
司
会
の
タ
レ
ン
ト

お
が
っ
ち
か
ら
質
問
を
受
け
る

か
し
ま
広
域
農
場
の
通
常
総
会
に
先

立
ち
、
全
国
町
村
会
長
再
選
祝
い
で

花
束
を
贈
ら
れ
た

８月の
　　�町長の動き

完成した町災害公営住宅（復興住宅）
「鯰・浮明団地」

荒木町長談

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
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だ
き
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誠
に
あ
り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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熊
本
地
震
に
よ
る
町
の
災
害
公
営
住
宅
（
復
興

住
宅
）
が
完
成
し
、
被
災
者
の
方
々
の
入
居
が
始

ま
り
ま
し
た
。
町
内
に
新
設
し
た
４
団
地
、
合
わ

せ
て
被
災
54
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帯
に
と
っ
て
恒
久
的
な
住
ま
い
と

な
る
新
た
な
〝
わ
が
家
〟
で
す
。

　

建
設
・
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災

は
じ
め
全
国
の
大
規
模
災
害
で
実
績
が
あ
っ
た
独

立
行
政
法
人
・
都
市
再
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機
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Ｕ
Ｒ
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協
定
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び
、
被
災
世
帯
の
意
向
を
入
念
に
聞
き

取
り
。「
被
災
者
に
寄
り
添
う
」
と
決
め
て
推
進

し
た
嘉
島
な
ら
で
は
の
復
旧
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
夏
も
「
命
に
危
険
が
及
ぶ
」
と

形
容
さ
れ
る
ほ
ど
猛
烈
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
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内
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小
中
学
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た
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は

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
創
作
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
な

ど
で
目
覚
ま
し
い
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躍
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
お
年
寄
り
の
介
護
体
験
に
取

り
組
ん
で
く
れ
た
り
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
頑

張
る
知
ら
せ
に
は
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

（
９
月
２
日
）

町災害公営住宅の落成式で行われた入居者代表
への〝鍵渡し〟

意

輪
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嘉島町の人口動態
令和元年８月31日現在

（前月比）

人   口 9,532 人　

　男　　 4,646 人　

　女　　 4,886 人

世帯数　 3,655 世帯　（＋ 9）

― 24 ―

　
子
ど
も
の
頃
は
９
月
に
な
る
と
涼

し
さ
を
感
じ
る
日
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
ま
だ
ま
だ

暑
い
日
が
多
い
で
す
ね
。

　
毎
年
恒
例
の
水
の
郷
ま
つ
り
で
は
、

今
年
は
司
会
に
お
が
っ
ち
さ
ん
を
迎

え
、
盛
会
の
う
ち
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

弾
け
る
笑
顔
が
ス
テ
キ
だ
な
と
思
い

つ
つ
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

（
宮
）

　（＋16）

　（－10）

　（＋ 6）

　
嘉
島
町
図
書
室
（
町
民
会
館
）

の
夏
休
み
恒
例
企
画
「
手
作
り
体

験
」
で
８
月
19
日
、
東
西
両
小
の

１
〜
５
年
生
23
人
が
絵
手
紙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
町
公
民
館
講
座
絵
手
紙
教
室
の

岩
本
俊
子
先
生
と
、
受
講
生
の
皆

さ
ん
が
指
導
。
モ
チ
ー
フ
の
夏
の

味
覚
ス
イ
カ
を
思
い
思
い
の
構
図

で
描
い
た
児
童
た
ち
は
ク
レ
ヨ
ン

や
絵
の
具
で
色
塗
り
、
「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
」
「
ま
た
遊
び
に
行

く
ね
」
な
ど
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
込
ん
で
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

絵
手
紙
に
挑
戦

☎
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ご両親：岡本　武志さん、貴子さん（上島）

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

♪お兄ちゃん、いつも遊んでくれてありがとう。 ♥お姉ちゃん、お兄ちゃんいつもありがとう。大好き！

ご両親：西郡　孝之さん、知加さん（上六嘉）

「ひょうたん」
岩下　愛花さん（嘉島東小１年）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン日

本
画

西
郡
　愛
稀
（
あ
き
）
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
11
月
21
日
生

岡
本
　健
太
（
け
ん
た
）
く
ん

平
成
31
年
１
月
28
日
生


